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こ
れ
ま
で
、
多
く

の
皆
様
の
ご
支
援
に

よ
り
情
報
公
開
を
進

め
、
税
金
の
無
駄
遣

い
を
無
く
し
、
問
題

点
を
あ
い
ま
い
に
し

な
い
姿
勢
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
、
福

祉
、
教
育
、
環
境
、

平
和
、
住
民
自
治
を

大
切
に
、
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
な
い
責
任
を

明
確
に
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆

様
に
は
、
心
か
ら
お
悔
や
み
と
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

任
期
末
の
２
月
定
例
議
会

2
月
定
例
会

は
、
２
月

21
日

（
月
）
に
開
会
し
、
３
月

14
日
に

閉
会
し
た
。

4
月
に
市
長
選
が
あ
る
た
め
、

一
般
会
計
予
算
４
０
４
億
円
（
子

ど
も
手
当

35
億
円
含
む
）
は
基
本

部
分
で
あ
り
、
そ
の
他
の
部
分
は

新
市
長
決
定
後
に
提
案
さ
れ
る
。

ま
た
、
市
税
収
入
は
７
億
円
の

減
額
、
地
方
交
付
税
は
15
億
円
の

増
額
予
算
で
あ
る
。

同
じ
く
選
挙
を
迎
え
る
市
議
会

議
員
の
定
数
は
28
名
（
２
名
削
減
）

と
な
る
が
、
次
期
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
は
、
40
名
を
超
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
２
月

14
日
に
行
わ
れ

た
選
挙
説
明
会
に
は
、
43
陣
営
が

出
席
し
て
い
る
。

し
か
し
、
３
月

11
日
の
大
震
災

と
原
発
事
故
に
よ
り
、
市
民
の
生

活
は
大
変
な
状
態
で
あ
り
、
選
挙

が
普
通
に
行
わ
れ
る
か
否
か
に
大

き
な
不
安
が
あ
る
。

入
札
改
革
へ
の
取
組
み

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
当

初
よ
り
、
入
札
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
の
結
果
、
Ｈ

17
年
度

か
ら
全
面
的
に
一
般
競
争
入
札
と

な
っ
た
。
Ｈ
21
年
度
・
Ｈ
22
年
度

（

2
月
迄
）
に
は
建
設
工
事
落
札

率
が
77
％
ま
で
下
が
り
、
予
定
価

格
よ
り
各
５
億
円
安
い
契
約
金
額

と
な
り
発
注
さ
れ
て
い
る
（
詳
細

裏
面
）
。

佐
倉
市
職
員

給
与
是
正
へ
の
取
組
み

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
職

員
給
与
の
是
正
を
８
年
間
追
求
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
Ｈ

16
年
度

に
は
約
7
億
円
も
あ
っ
た
国
基
準

へ
の
不
適
正
な
給
料
へ
の
割
増
手

当
は
、
Ｈ
22
年
度
に
は
6
千
万
円

に
な
る
。
即
ち
、
6
億
円
も
減
額

し
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
過
去

33
年
間
の
不
適
正
な
割
増
金
額
は

累
計
約
１
３
０
億
円
に
達
す
る
。

こ
の
点
は
、
佐
倉
市
政
に
お
け
る

最
大
の
問
題
点
の
一
つ
で
あ
る
。

議
会
の
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
る

の
は
常
に
佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
だ
け
だ
。
し
か
し
、
市
長
は
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
仕
方
な
い

と
の
考
え
だ
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の

今
後
の
取
組
み

次
期
は
、
県
政
と
市
政
に
総
合

的
に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

千
葉
県
は
長
年
の
不
正
経
理
を

早
期
に
防
止
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
能
力
も
不
足
し
、

現
職
議
員
に
は
反
省
を
求
め
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
更
に
、
借
金
体
質
、

入
札
が
不
透
明
、
天
下
り
体
質
、

情
報
公
開
が
不
十
分
、
行
政
委
員

会
の
機
能
不
十
分
な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
、
危
機
的
状
態
と
も
言

え
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、
県
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
活
動
を
あ
ら
ゆ
る
場
で
展
開

し
、
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
税
金

の
無
駄
遣
い
も
防
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
皆
様
か
ら
の
「
調
査
要
望
、

苦
情
の
受
付
」
に
も
強
力
に
取
り

組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。 2011年3月28日
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ノ
ボ
リ
旗
に
関
す
る

公
職
選
挙
法
違
反

（
議
会
一
般
質
問
よ
り
）

公
職
選
挙
法
第
１
４

3
条
16
項
に
よ
り
「
道

路
上
や
駅
頭
な
ど
の
街

頭
で
、
候
補
者
の
氏
名
、

後
援
団
体
の
名
称
を
表

示
し
た
ノ
ボ
リ
旗
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
」

罰
則
は
、
同
法
２
４

３
条
1
項
4
号
に
よ
り
、

2
年
以
下
の
禁
固
又
は

50
万
円
以
下
の
罰
金
で

す
。

（
有
権
者
が
、
選
挙
の

規
則
を
知
り
指
摘
す
れ

ば
候
補
者
は
お
の
ず
と

規
則
を
破
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
）

佐倉市民オンブズマンの入札改革への取組みの成果

建設工事、Ｈ21・Ｈ22年度は予定価格より各５億円低く契約（落札率77％）

３
・
11
大
震
災

東
北
・
関
東
地
方
を
襲
っ
た
大
地
震

は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

被
災
者
の
方
々
に
は
、
心
か
ら
お
悔

や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
に
よ
る
被
災
地
で
あ
る
旭
市
、

香
取
市
、
茨
城
県
潮
来
市
の
現
地
を
３

月
24
日
に
訪
れ
、
被
害
状
況
を
見
た
。

旭
市
の
被
害
状
況

銚
子
市
の
西
隣
に
位
置
す
る
旭
市

（
人
口
約
７
万
人
）
は
、
津
波
に
よ
る

大
き
な
被
害
を
受
け
た
（
死
者
13
名
、

行
方
不
明
２
名
、
建
物
全
壊
４
２
７
棟

等
）
。

中
で
も
旭
市
の
海
岸
近
辺
で
は
、
想

像
を
絶
す
る
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
、

テ
レ
ビ
の
画
面
か
ら
だ
け
で
は
伺
い
知

れ
な
い
甚
大
な
被
害
の
状
況
を
実
感
し

た
。
旭
市
は
、
九
十
九
里
浜
の
北
端
に

あ
り
、
津
波
の
高
さ
が
高
く
な
る
地
形

の
よ
う
で
あ
り
、
特
に
、
海
に
注
ぐ
川

や
排
水
路
に
海
水
が
逆
流
し
て
被
害
を

受
け
て
い
た
。

写

真

1
は
、
海

の

近
く
の

川
に
か

か
っ
て
い
た
橋
が
、

流

さ
れ
て

道
路
に

乗

っ
た
様

子
で
あ

る
。
津
波
の
勢
い
、

量
に
圧
倒
さ
れ
る
。

写
真
2
は
、
津

波
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
た
家
屋
を
片

ず
け
て
い
る
様
子

で
あ
る
。

お
話
を
聞
い
た

お
ば
あ
さ
ん
は
海

岸
近
く
に
住
ん
で

い
る
が
、
用
事
が
あ
っ
て
そ
の
時
間
は

家
に
戻
っ
て
く
る
途
中
。
い
つ
も
な
ら

海
岸
線
を
戻
っ
て
い
る
の
だ
が
、
た
ま

た
ま
高
台
の
道
路
を
戻
っ
て
い
て
津
波

に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
済
ん
だ
と
恐
怖
を

語
っ
て
く
れ
た
。

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
飯
岡
小
学

校
を
訪
れ
た
。
２
階
３
階
の
教
室
に
１

４
０
数
名
の
方
々
が
避
難
を
さ
れ
て
い

た
。
当
日
は
卒
業
式
も
行
わ
れ
た
よ
う

で
ホ
ッ
と
す
る
思
い
も
あ
る
。

避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
物
資
の
不

足
は
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、

不
自
由
な
共
同
生
活
を
続
け
て
お
り
、

早
い
仮
設
住
宅
等
の
支
援
が
求
め
ら
れ

る
。

香
取
市
の
被
害
状
況

香
取
市
役
所
近
辺
は
、
利
根
川
の

す
ぐ
南
側
に
位
置
し
て
お
り
、
地
盤

が
軟
弱
で
、
液
状
化

が
起
こ
っ
た
。
電
柱

が
曲
が
り
、
砂
が
噴

き
出
し
地
盤
沈
下
が

発
生
し
、
砂
が
あ
ち

こ
ち
に
た
ま
っ
て
い

る
。
（
写
真
3
）

緊
急
援
助
隊
陸
前
高
田
市
へ

（
佐
倉
市
他
消
防
組
合
）

３
月
20
日
、
消
防
組
合
か
ら
、
17
名

が
緊
急
援
助
隊
（
第
二
次
隊
）
と
し
て
、

陸
前
高
田
市
へ
出
発
し
た
（
写
真
４
）
。

消
火
隊
、
救
助
隊
、
救
急
隊
、
後
方

支
援
隊
（
資
機
材
搬
送
車
、
災
害
対
応

多
目
的
車
）
の
５
車
両
17
名
。
千
葉
県

隊
と
し
て
は
、
一
次
隊
（
１
１
９
名
）

が
3
月
13
日
に
出
発
し
て
、
14
日
に
野

営
場
所
に
到
着
し
、
捜
索
活
動
を
15
日

の

朝

か

ら

開

始
し
て
い
る
。

今

回

の

第

二

次

隊

（

１

１
４
名
）
は
、

第

一

次

隊

と

交

代

し

活

動

を
す
る
。

今
後
は
、
物
資
に
よ
る
救
援
（
市
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
始
め
て
い
る
）
、

避
難
者
の
受
け
入
れ
（
市
で
も
岩
名
の

青
少
年
セ
ン
タ
ー
他
で
始
め
て
い
る
）

が
大
切
と
な
る
。

オンブズマンとは 「行政苦情の解決や、行政の適正運用のために行動する

人」の意。日本の場合は、住民が自主的に組織し活動する「市民オンブズマン」

が大きな比重を占め、情報公開を進め、官製談合や税金の無駄使い是正に取組み、

住民監査請求や住民訴訟などにも取組み、成果を挙げてきました 。

佐倉市給水情報（いずれも容器が必要です）：（佐倉市HPより）
①防災井戸（８時～17時）佐倉東小学校 ・佐倉東中学校・間野台小学校 ・
臼井中学校・志津小学校・井野中学校・下志津小学校・上志津中学校 ・
根郷中学校・和田小学校・弥富小学校
②佐倉市役所 水道部前（８時半～21時）
③志津浄水場（８時～21時）上志津原59（入場の際はインターホン使用）
【問い合わせ】 佐倉市役所 TEL 043-484-1111
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